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平成 19 年度 春期 テクニカルエンジニア（システム管理）試験 解答例 

 

午後Ⅱ試験 

問１ 

出題趣旨 
 高品質で効率の良いシステム運用管理を実現するためには，サービス開始に向けて開発段階から入念な準備

を行うことが重要である。 
 本問は，サービス開始に向けた準備作業のうち，システム管理エンジニアが開発部門と連携して行う作業を

主題としている。すなわち，連携して行う準備作業の検討経緯及び開発部門との合意内容，並びに準備作業を

実施する過程で発生した問題と解決策について具体的に論述することを求めている。運用管理部門内で閉じた

準備作業や検討について論述することは，出題の趣旨にそぐわない。 
 本問では，論述を通じて，システム管理エンジニアに必要な準備作業の遂行能力，問題解決能力，外部との

調整能力などを評価する。 

 

問２ 

出題趣旨 
 情報システムの高度利用に伴い，情報システムの管理・運用上の課題に対して，緊急に暫定対策を行い，そ

の後に本対策を実施するという，段階的な対応をせざるを得ない場合がある。 
 本問は，システム管理エンジニアが，情報システムの課題に対し，課題を取り巻く環境や状況を把握した上

で実施した，暫定対策と本対策という段階的対応の検討経緯・内容について具体的に論述することを求めてい

る。 
 本問では，論述を通じて，システム管理エンジニアに必要な課題の把握能力，段階的対策の立案能力，実施

結果の評価能力などを評価する。 

 

問３ 

出題趣旨 
 不注意や慣れなどによる作業ミスが情報システムの障害を引き起こし，企業活動に多大な影響を及ぼすこと

がある。 
 本問は，障害管理の一環として，システム管理エンジニアが行うべき作業ミスの防止を主題としている。一

つの作業ミスに対して複数の対策が考えられることが多いので，発生した作業ミスの原因と実施した対策を列

記すること，及び重要と考えた対策と理由について具体的に論述することを求めている。 
 本問では，論述を通じて，システム管理エンジニアに必要な，問題を分析・追求する能力，複数の対策案を

立案し実施する能力，対策の効果を評価する能力などを評価する。 

 


